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「無」と「空」の関連表現と広告表現における“fill the void”の位置付け 
―John Cage「4分33秒」の世界観との接点― 




 1. 辞書で「無」はどのようにとらえられているか 
 2. 辞書で「空」はどのようにとらえられているか 
Ⅲ. 「無」と「空」の関連表現 
 1. 日本語と英語の接頭辞としての「無」と「空」  
 2. その他の否定的接辞との相違点 
Ⅳ. 非言語関連表現としての「無」と「空」 
 1. 禅における「無」と「空」 
 2. 音楽における関連表現 
Ⅴ. 英語雑誌広告における具体事例 
 1. 広告における命令文の使用とは 






























 ① ㋐ないこと。存在しないこと。欠けていること。㋑否定・禁止を表す助辞。 









(1) nothing; naught; nil; nihility; nullity; zero 
(2) no (---), lack (absence) (of ---); without (---); -free; -less; a-, 
 
 「無」を用いた表現の英語対応例としては、government without parliament（無












 ③ 仏教で五大の一つ。 





 ⑤ から。あいていること。むなしいこと。「空白・空虚」 
 ⑥ 事実でないこと。よりどころのないこと「架空・空想」 
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 (3) the air; the sky; the heavens; space; the void; the firmament 
 (4) emptiness, nothingness; vacancy; a vacuum; an empty feeling; a feeling of 
emptiness; meaninglessness; pointlessness 
 (5) vanity of vanities; come to nothing (nought); be (prove) fruitless (in vain); go 
up in smoke; be wasted; All efforts to avoid war proved in vain; All is vanity. 







 1. 日本語と英語の接頭辞としての「無」と「空」 




 (7) a. この食品は有害だ。 b. この食品は無害だ。 c. この食品は有害ではない。 
  d. This food is harmful. e. This food is harmless. f. This food is not harmful. 







 (9) a. 彼女は幸せだ。 b. 彼女は不幸せだ。 c. 彼女は幸せではない。 
 
 (9c) よりも (9b) の方が否定の度合が強い。(7) で (7b) と (7c) はほぼ言い換え可
能であったが、(9b) と (9c) がほぼ言い換え可能であるとはいえない。ここに「有・
無」と「幸せ・不幸せ」というそれぞれの対比に見られる性質の違いが存在している。 















 2. その他の否定的接辞と「空」の相違点 
 日本語の「不」、「非」、「未」、「無」など、英語のun-, in-, non-, dis-といった否定接
頭辞でなくとも、擬似的な否定の意味を表す接辞が存在している。英語の具体例は、
Steven (2002) に詳しい。-ful/ -less (harmful/ harmless), -free (sugar-free), -let, 
-like（～に似た/本物ではない）といった接尾辞が存在している。 
 in-/ ex- (in/out), inter-/intra-, extra-, contra-, ant-, de-,an-,re-, ab-, ob-, pre-/post-, 













 (10) a. グラスにワインが入っている。 
  b. グラスにはワインが入っていない。 
  c. グラスは空である。 
 (11) a. There is wine in the glass.  
  b. There is no wine in the glass 





 (12) a. 冷蔵庫の中にワインのボトルがある。 
  b. 冷蔵庫の中にワインのボトルが無い。 
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  c. 冷蔵庫の中は空だ。 
 (13) a. There is a bottle of wine in the refrigerator.  
  b. There is no bottle of wine in the refrigerator. 











 (14) an empty bottle 空きビン、 
 (15) smoke on an empty stomach すきっ腹にタバコを吸う 
 (16) empty stomachs 飢えた人  々
 (17) an empty cupboard からの食器棚、食物の欠乏 
 (18) return/ come away/ go away empty から手で虚しく帰る 
 (19) an empty street 人通りのない街路 
 (20) an empty house 空き家、家具の無い家 
 (21) an empty ship/ wagon 積荷の無い、からの 
 (22) a room empty of furniture 家具の無い部屋 
 (23) These worlds have become empty of meaning.  無意味になっている 
 (24) empty words/ phrases 無意味な言葉 
 (25) empty promise/ threat から約束、こけ脅し 
 (26) empty pleasures 空虚な快楽 
 (27) Life is but an empty dream. 人生はただ虚しい夢に過ぎない 




 (29) empty one’s glass 容器などをからにする 
 (30) empty a bucket of its water グラスを飲み干す 
 (31) empty a house 家から家具を取り除く、空き家にする 
 (32) empty a pocket of its contents ポケットから物を取り出してからにする 
 (33) The rain emptied the street. 雨で街路には人通りが絶えた。 
 (34) Rumors emptied the town of its population. 流言で全住民がいなくなった。 
 (35) empty the water out of from one bucket into another 水を他のバケツへ移す 
 (36) empty a bag on the table 袋の中身をテーブルの上へあける 
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 (37) The river empties itself into the Sea of Japan その川は日本海にそそぐ 
 (38) The town is emptying. 町は人気が無くなりつつある 
 
























7. 某（～さんのように人を指す）、忌々しい、ばかばかしい」等の用例は、empty, vacant, 
void等に類例が見られない。 








詞として：無効にする」といった意味を持っており、null and voidは、“The card is null 






 void について、研究社新英和大辞典（第 6 版）では、以下のように説かれている。
形容詞としては「1. 法的効力のない、無効の、2. 無益な、役に立たない、3. 空虚な、
からな、空っぽの、4. 住む人のない、借り手のない、5. ～がない、欠けた、6.（トラ
ンプで）～が一枚もない」などがある。名詞としては「1. 空虚の感じ、虚しさ、物足
りなさ、2. 空白、空位、空所、空間、真空、3. 隙間、割れ目、4. トランプのブリッ
ジにおけるボイド（手札の中に特定のスーツの札が一枚もないこと）」が挙げられる。
動詞としては「無効にする、取り消す」等である。トランプのブリッジにおけるボイ


















With respect to a background conception in which some entity occupies a 
mental space, M, it portrays as actual a situation in which that entity fails to 
appear in M. The missing entity is a process in the case of clausal negation, 
but that is not the only possibility; for example absent from M is a thing. By 
the analysis adopted here, NEG profiles the missing entity, as opposed to the 
relationship it bears to M. The result of combining no with cat is therefore a 
nominal, not a stative relation (such as absent or missing) , and the processual 
nature of the finite clause is unaltered by not. This suggests that NEG should 
be considered an epistemic predication, or at least a close cousin --- recall that 
the hallmark of such a predication is that it profiles the grounded entity 
















































































 2. 音楽における関連表現 
 音楽における「無」と「空」として、二つの事例を挙げることができる。一つは、






































































と、そこにはGrice (1975) のMaxims に対する違反が生まれ、自然なコミュニケー
ションが成立した状態ではなくなってくる。 
 こうしたadjacency pairsについて、以下のような例を挙げることができる。(Yule, 
2000:76-77) 
 
 (39) Anna: Hello. Bill: Hi. 
 (40) Anna: How are you? Bill: Fine. 
 (41) Anna: See ya! Bill: Bye. 
 (42) First Part  Second Part 
  A: What’s up? B: Nothin’ much. 
  A: How’s it goin’?  B: Jus’ hasngin’ in there. 
  A: How are things? B: The usual. 
  A: How ya doin’? B: Can’t complain. 
 (43) First Part  Second Part 
  A: What time is it?  B: About eigh-thirty. 
  A: Thanks.  B: You’re welcome. 




 これらの例では、第2部の返答がないということが違和感を与える。Yule (ibid.:77) 
は以下のように説いている。  
 
These automatic sequences are called adjacency pairs. They always consist of 
a first part and a second part, produced by different speakers. The utterance 
of a first part immediately creates an expectation of the utterance of a second 
part of the same pair. Failure to produce the second part in response will be 



























































 1. 広告における命令文の使用とは 
 広告とは、モノ売りの基本である4P（Product, Price, Place, Promotion）のうち、
Promotionに働きかける要素であり、Promotionには、広報、広告、販売促進、人的











（1966:110-111）は、英語広告の命令文が多いことを指摘して、The very high 






 (A) 製品の獲得に関する動詞：get, buy,  ask for, choose等 
 (B) 製品の消費や使用に関する動詞：have, try, use, enjoy等 
 (C) 実物教示に関する動詞：look, see, watch, remember, make sure, see等 
 












 (44) My boyfriend status still says “single…” 
  FILL THE VOID 
  Lucky 
  SHOP, STICKER, SHARE, BUY 
  CHANGE THE WAY YOU SHOP THIS FALL 
  LUCKYMAG.COM/MYLUCKY 
  SEPHORA+PANTONE UNIVERSE TM ALCHEMY OF COLOR EYESHADOW PALETTE, $34. 
  （LUCKYMAG.COMというショッピングサイト） 
 
 この広告には、PROMOTION という文字が 初に書かれているのだが、それは、




られていない。代わりに、突然、My boyfriend’s status still says “single…”と始まる
のである。読者にとって、My boyfriendとは誰であろうかと考えると、この台詞は雑
誌読者の気持ちや状況を代弁している出だしのようであることがわかってくる。この













 一般に、My boyfriend’s status still says “single…” という状況は普通ではない。も
し、恋人がいるのにもかかわらず、その人物の（インターネット上などの）ステイタ
ス欄に “single…” と書かれているのは異常な事態である。通常、My boyfriendとい
うものが存在しているのであれば、同時に、girlfriend が対比として存在しているは
ずであるという一般通念がある。一人では family を構成することができないように、
boyfriend というのは 2 人以上の人間の関係性の中から生まれてくる存在であって、
それ単体では存在することはできない。しかし、そうした一般通念に反して、ステイ
タス欄に “single…”と書かれていたとしたら、それは girlfriend が存在していないこ
とを意味している。 
 FILL THE VOIDとは直訳すると「空虚さを埋める、満たす」ということになるが、
成句で「（地位などの）欠員や空きを満たす」という意味もある。もし、成句のように
とらえれば、このアイシャドーを用いることで、より魅力的な状況となって相手に
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